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要旨
鹿児島県喜入町を流れる愛宕川河口に広がる

マングローブ林干潟において，フトヘナタリ Ce-

rithidea moerchii (A. Adams, 1855)の繁殖行動を観

察した．個体群中の性比は，常に雄個体数が雌個

体数を大幅に上回った．交尾行動を観察した結果，

交尾継続時間の平均は 41分であり，調査区域内

の個体数に占める交尾個体数の割合は平均 45%

であった．交尾個体数，および，全体個体数に占

める交尾個体数の割合は最干潮時刻より前に最大

になった．

はじめに
フトヘナタリ Cerithidea moerchii (A. Adams, 

1855) (Gastropoda: Potamididae)は，東京湾以南，

西太平洋各地に分布する腹足綱キバウミニナ科に

属する雌雄異体の巻貝である．鹿児島市喜入町を

流れる愛宕川の河口干潟にはメヒルギ Kandelia 

cande1やハマボウ Hibiscus hamaboからなるマン

グローブ林が広がっており，河口域の干潟にはウ

ミニナ科のウミニナ Batillaria multiformis (Lischke, 

1869)とキバウミニナ科のフトヘナタリ，カワア

イ Pirenella pupiformis Ozawa and Reid, 2016，へナ

タリ Pirenella nipponica Ozawa and Reid, 2016の主

に 4種の巻き貝が同所的に生息している．ウミニ

ナ科とキバウミニナ科に属する巻き貝類は汽水域

の砂泥底ないし泥底に生息しており，日本の干潟

では普通に見られる貝類である．

フトヘナタリの生態に関してはこれまでにい

くつかの研究例がある．波部（1955）は岡山県笠

原市の潮間帯における本種の産卵様式について報

告している．また，フトヘナタリ，へナタリ，ウ

ミニナ，へナタリの 4種については，耐塩性低湿

選好性，干出選好性の観点からの分布について，

若松・冨山（2000）や真木ほか（2002）によって

詳しい考察が行われた．また，交尾行動の観点か

らは，フトヘナタリの分布の季節変化と繁殖行動

に関して大滝ほか（2001a, b）によって，交尾行

動の要因・プロセスに関して武内（2005），Take-

uchi et al. (2007)，鈴鹿（2007）や小野田ほか（2009）

によって報告されている．しかし，研究例によっ

ては繁殖行動の報告に相違が存在する．そこで，

本研究では，愛宕川河口干潟におけるフトヘナタ

リの繁殖行動について詳細に明らかにすることを

目的とし，フトヘナタリの交尾行動について性比，

交尾継続時間，交尾頻度の観点から調査を行った．

材料と方法
調査区の設置　調査は鹿児島市喜入町を流れ

る愛宕川の支流の河口干潟（31°23′N, 130°33′E）

で行った．鹿児島湾の日石原油基地の内側に河口

がある愛宕川は，その河口部で八幡川と合流して

いる（Fig. 1）．干潟周辺のマングローブ林は太平

洋域北限とされており，メヒルギやハマボウなど

から構成されている．

調査地周辺の干潟上には，ウミニナ科のウミ

ニナ，フトヘナタリ科のカワアイ，へナタリ，フ

トヘナタリの他，コゲツノブエガイ Cerithium 
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coralium Kiener,1841，アラムシロガイ Nassarius 

festiva (Powys, 1833)，ヒメカノコガイ Clithon 

oualaniensis Lesson, 1830，カノコガイ Clithon faba 

Sowerby,1836などの腹足類が生息している．

愛宕川河口の支流にある干潟において，メヒ

ルギの生えていない潮間帯上部に汀線と平行にな

るようにベルト状に Station A，Station Bを設定し

た．Station Aの底質は砂質で，広さは 2 m × 10 m

（潮位 200–240 m)，Station Bの底質は砂質で，広

さは 2 m × 150 m（潮位 200–240 m）である．

性比の季節変化の観察　フトヘナタリの性比
の季節変化を調べるために，Station A区域内にお

いて 2010年 4月から 2010年 12月にかけて，毎

月大潮時に各 1回，調査地にてフトヘナタリの成

貝を採集した．成貝は見つけ取りによって採集し，

標本は持ち帰った後すぐに冷凍保存し，1月当た

り 25個体解剖した．サンプルは解凍し，殻の螺

塔を割り，生殖腺付近の内臓片を潰してプレパ

ラートを作成して光学顕微鏡で精子または卵子を

観察することにより雌雄の判別を行った．その際，

2010年 6月から 2010年 8月のサンプルを除く全

てのサンプルにおいて，精子を観察することがで

きなかった．卵子は各月のサンプルでそれぞれ観

察されたが，6月から 8月以外のサンプルにおい

ては卵子の量の著しい減少が観察された．また，

6月から 8月のサンプルを解剖した際，雄個体の

中腸腺部分の内臓片は黄色から黄土色，雌個体の

内臓片は緑色と，肉眼ではっきり識別することが

できた．そこでこの特質を用いて，6月から 8月

を除く全てのサンプルにおいては，殻を割ったの

ち，中腸腺部分の内臓片の色から雌雄を判別して

雌雄比を算出した．

交尾行動の観察　6月から 8月にかけて，2個

体が殻口を合わせるような状態になった交尾ペア

が観察された．Station Bにおいて，交尾期間とさ

れる 6月から 8月のうち，2010年 6月 28日（干

潮時刻 l4:25），7月 25日（干潮時刻 l3:01），8月

7日（干潮時刻 l2:38）の計 3回調査を行った．最

干潮時刻の前後約 2時間，すなわち 6月 28日は

12:00から 16:00，7月 25日，および，8月 7日

は ll:00から l5:00に調査を行った．6月 28日，7

月 25日は晴天であったが，8月 7日にはわずか

に降雨が確認された．これらの調査時間帯におい，

以下に示す観察を行い，交尾ぺアごとの交尾継続

時間，生息個体全体に占める交尾個体の割合を調

べた．

交尾の連続観察　15分おきに Station Bの干潟

の潮間帯土部付近の同じルートを周回し，交尾ぺ

ア数を数えた．このときのぺアの定義を，「2個

体が殻口付近で互いに付着し，同方向を向いてい

る状態」とした．調査区域内で交尾ぺアを発見し

た場合，ぺア付近の地面に番号を記した旗を立て

ることでマーキングし，時刻を記録した．この時

刻を交尾開始時刻とみなした．また，ぺアが離れ

た時点で交尾が終了したものと見なし，旗マーク

観察月 ♂ ♀ 性比
4月 19 6 0.76 
5月 22 3 0.88 
6月 16 9 0.64 
7月 21 4 0.84 
8月 15 10 0.60 
9月 15 10 0.60 
10月 17 8 0.68 
11月 17 8 0.68 
12月 17 8 0.64 

Table 1．2010年４月～ 12月の喜入干潟におけるフトヘナタ
リの性比．

Fig. 1．調査地の概要．鹿児島県鹿児島市喜入町愛宕川流域
の河口干潟．
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を外して時刻を記録した．この時刻を交尾終了時

刻とし，交尾開始時刻との差を交尾継続時間とし

た．したがって，この観察法による交尾時間は，

実際の交尾時間とに間に，最大で ±15分の誤差

を含んでいることをあらかじめ指摘しておきた

い．

交尾行動頻度　1時間ごとに Station Bを回り，

調査区内に存在する全ての個体数を目視で数え，

記録した．生息個体全体における交尾個体の割合

を交尾行動頻度として，1時間ごとに算出した．

Fig. 2．フトヘナタリの交尾個体数および交尾頻度．上：2010年 6月 28日，下：2010年 7月 25日．
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Fig. 3．フトヘナタリの交尾継続時間．上：2010年 6月 28日，下：2010年 7月 25日．
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結　果
性比の季節変化　フトヘナタリの生殖腺付近

の内臓片を光学顕微鏡で観察した．雄の内臓片か

らは精子が，雌の内臓片からは卵細胞が観察され

た．精子は細い糸状で片先端が丸い形態のものが，

卵細胞は大きな球状のものが観察された（Fig. 2）．

Table 1に 2010年 4月から 2010年 12月における

フトヘナタリの雌雄別個体数を示す．性比は（雄

の個体数）／（雄の個体数 +雌の個体数）によっ

て算出するものとし，0–1の値で表す．

結果，性比は 0.6–0.88の間で変動し，平均は 0.7

であった．調査を行ったいずれの月においても雄

個体数が雌個体数を圧倒的に上回った．

交尾の連続観察　Fig. 2に 2010年 6月 28日

12:00–16:00， お よ び 2010 年 7 月 25 日 11:00–

15:00に観察されたフトヘナタリの交尾継続時間

と交尾個体数を示した．交尾継続時間は 6月 28

日に 35–40分間のぺアが最も多く平均交尾時間は

33 min，7月 25日には 50–55分間のぺアが最も

多く平均交尾時間は 49 minであった．8月 9日

は交尾ぺアが 6組のみであったため交尾継続時間

の長さに傾向は見られなかったが，平均交尾時間

は 32 minであった．

交尾行動頻度　他個体へ付着する行動は交尾
行動を行っていると見なし，その個体数が全体に

占める割合を交尾行動頻度と定義した．

Fig. 3に 2010年 6月 28日 12:00–16:00，および

2010年 7月 25日 11:00–15:00のフトヘナタリの

交尾個体数と交尾行動頻度を示した．6月 28日

は 387組，7月 25日は 522組の交尾ぺアが観察

されたが，8月 9日は 4時間を通して 6組のぺア

しか観察されなかった．

交尾個体割合は 6月 28日には 13:00，7月 25

日には 12:00でピークを迎えた．また，交尾個体

数は全個体数のうち 6月 28日は平均 37%，7月

25日には平均 52%であった．両日ともに全体個

体数は最干潮時刻より後にピークを迎え，交尾個

体数および交尾個体割合は最干潮時刻より早い時

刻にピークを迎えた．

考　察
フトヘナタリの性比の季節変化　6月から 8月

の期間外のサンプルにおいて精子が観察されな

かった．この期間は，喜入干潟においてフトヘナ

タリの繁殖行動が見られなかった期間と一致す

る．したがって，フトヘナタリは繁殖期間以前に

は性成熟しておらず，繁殖期間外は期間の前後と

もに精子が生成されないものと考えられる．また，

フトヘナタリの雌雄で生殖腺付近の内臓片の色が

異なることが観察された．今後，細密な観察や成

分の分析を行うことによって，より確かに雌雄の

判別を行う材料になるものであると思われる．フ

トヘナタリの性比は雄の比率が圧倒的に雌の比率

を上回った．

フトヘナタリの交尾行動―交尾継続時間　喜
入干潟におけるフトヘナタリの交尾継続時間につ

いては，Takeuchbi et al. (2009)や大滝・冨山（2001）

によって報告されている．それによるとフトヘナ

タリの交尾持続時間は，2000年 8月 1日には

10–15分にピークがあり平均 20 ± 11.0 min，8月

18日にはぺア数が少なくピークは見られなかっ

たが平均 32 ± 12.2 minであった．本研究では

2010年 6月 28日，7月 25日，8月 9日に観察を行っ

た．6月 28日は 40–45分にピークがあり平均 33 

min，7月 25日は 55–60分にピークがあり平均 49 

min，8月 9日はぺア数が少なくピークは見られ

なかったが平均 32 minであった．先の研究に比

べ交尾持続時間のピークおよび平均持続時間が長

い傾向が見られた．これは交尾ぺア数が調査前の

予想を上回り，調査区として定めた Station Bを

15分間以内で回れなかったケースが度々あった

こと，それにともない本来の交尾終了時刻より交

尾終了発見時刻に遅れが生じたことが原因である

と考えられる．また，2010年 6月 28日および 7

月 25日の両データにおいて始めの 15–25分にゆ

るやかなピークが見られる．以上から，交尾継続

時間は今回得られたデータより短く，具体的には

15–25分間程度ではないかと予想される．今後，

交尾継続時間をさらに詳しく調べるためには，よ

り狭い範囲，より短い時間間隔で調査を行う必要

がある．
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フトヘナタリの交尾行動―交尾行動頻度　本
種の交尾頻度については，Takeuchbi et al. (2009)

や大滝・冨山（2001）によって報告されている．

それによるとフトヘナタリの交尾ぺア数は潮が引

き始めてから急速に増え，最干潮時刻より前に

ピークとなり，その後緩やかに減少すると考察さ

れている．本研究においても 6月 28日，7月 25

日の両日ともに交尾個体数は最干潮時刻より前に

ピークとなっているため，この考察を裏付けるも

のである．また加えて，交尾個体割合も最干潮時

刻より前にピークを迎えていることが分かった．

全体個体数は最干潮時刻より遅れてピークを迎え

た．

8月 9日の交尾行動調査では，4時間で 6組の

交尾ぺアしか観察されなかった．鈴鹿・冨山（2007）

により，交尾行動に影響を与える要因として降雨

が挙げられると報告されていることから，この日

わずかに降雨が見られたことが関係していると思

われる．ただし，8月に入り繁殖期間が終盤にさ

しかかっていたことも一つの要因として考えられ

る．交尾行動の要因を詳しく調べるには，天候・

潮の干満・昼夜の差などの観点から研究する必要

がある．
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